派な 道徳に 依って 世界 を 指導す る 絶好の 機会 は、 この 

度の 極度に 非 人道的な 講和 条件 を 日本 道徳の 見地から 

きたん 

忌憚な く 厳正に 批判す る 事ではないでしょう か。 

わかみや うのすけ 

論壇に は 若宮 卯 之 助 氏の ように、 常に 世界の 大勢に 

盲従す る こと を 排撃す る 人た ちがあります。 私 は 今 こ 

そその 人た ちの 手腕 を 示さるべき 時 だと 思います。 私 

は 講和 条件に 現われた ような 思想が 到底 明治天皇の 

「教育勅語」 の 道徳と 一 致す る ものと は 考えられません。 

きょ 

世界 はすべ て 濁る とも、 日本 だけ は 独り 高く 浄 まりた 

いと 思います。 (一九 一九 年 五月 二十 二日) 

(『横 浜 貿易 新報』 一 九 一 九 年 五月 一 一十 五日) 
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